
編集方針

　三井物産は、現代社会におけるさまざまな課題の解決に向けて事業活動を通じて新たな価値

を創造し、持続可能社会の構築に貢献していくことが「三井物産のCSR」の実践であると考えて

います。

　ステークホルダー の皆さまに当社のCSRに対する考え方や活動を分かりやすくお伝えするた

めに、「CSRレポート 2016」は以下の特色を持たせました。

	当社は企業使命に掲げている「夢󠄀溢れる未来」作りに貢献するべく、当社が取り組むべき「CSR

の5つの重要課題」を特定しています。これら重要課題ごとに、全事業活動と関わりのある社会

課題を認識するとともに、社会課題の影響による当社にとっての主なリスクと機会を検証し、各

課題への当社アプローチを開示しています。

	社会課題解決に向けた価値創造について、「CSRの5つの重要課題」ごとに活動事例「Strategic 

Focus」および「2015年度活動実績」として具体的に開示しています。

	ステークホルダーの皆さまの関心に応じてご利用いただけるよう、ウェブサイトではCSRの概

念や方針、「CSRの5つの重要課題」別の「2015年度活動実績」などの主要情報を、年次報告

書であるPDF版「CSRレポート2016」ではより詳細な情報を開示しています。

　なお 、一部情報については 、財務情報と併せ 、当社全体の取り組みをご理解いただくため、

「アニュアルレポート」にも含めて報告しています。

将来情報に関する留意事項

　本CSRレポートにて開示されているデータや将来予測は、本資料の発表日現在の判断や入手している情報に基づくもので、

種々の要因により変化することがあり、これらの目標や予想の達成、および将来の業績を保証するものではありません。

また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。従いまして、本情報および資料の利用は、ほかの方法に

より入手された情報とも照合確認し、利用者の判断によって行っていただきますようお願いします。本資料を利用した結果

生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

	CSR報告の対象範囲
三井物産株式会社ならびに主要連結子会社、主要関連会社など。数値データにはそれぞれ対象
範囲を付記しています。

	対象期間
2015年度（2015年4月～2016年3月）の取り組みを中心に、2016年度の方針や活動について
も一部報告します。

	第三者保証
本CSRレポートに記載されている保証マーク（★）の付されたサステナビリティ情報は信頼性を
付与するため、株式会社トーマツ審査評価機構による独立した第三者保証を受けています。

	発行時期
2016年8月（前回：2015年8月、次回：2017年8月予定）

	参考としたガイドライン
GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版」
GRIガイドラインと当社の報告内容の対照表はウェブサイトをご参照ください。

環境省「環境会計ガイドライン2005年版」
ISO26000（「社会的責任に関する手引」）

	発行
三井物産株式会社　CSR推進委員会

	お問い合わせ先
〒100-8631　東京都千代田区丸の内一丁目1番3号 日本生命丸の内ガーデンタワー
三井物産株式会社　経営企画部

	 : Csr@mitsui.com 
	 : （03）3285-1111
	: （03）3285-9906

	 : www.mitsui.com/jp/ja/csr/

 CSRレポート2016・ウェブサイト（CSR）コンテンツ一覧

GRIガイドライン対照表
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